


 

 

１ 許可申請書の概要 

 

(1) 特定施設設置(変更）の理由及び内容 

旅館業の用に供するちゆう房施設９基、洗濯施設６基及び入浴施設６基を新設するとともに、ち

ゆう房施設８基、入浴施設２基の構造を変更する。 

また、排出口No.1の汚染状態及び排出口No.2の水量を変更する。 

今回の申請に伴い公共用水域へ排出されるCOD、T-N、T-Pに係る汚濁負荷量はそれぞれ、最大0.

3、0.3、0.03kg/日増加する。また、排水量は通常6.4、最大10m3/日増加する。 

 

 

 

(2) 排水口における排出水の汚染状態及び量が減少（変らず）の場合はその理由 

 

 

 

 

 

２ 工場又は事業場からの排水経路並びに 

工場又は事業場の排水口の位置及び数 

 

(1) 別図のとおり  

 

(2) 排水系統及び排水経路の略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上水道　１７（３１）㎥／日 ちゆう房施設　１０．８（１９）㎥／日

入浴施設（上水）　０．８（１．６）㎥／日

その他　３．６（７．４）㎥／日

洗濯施設　１．８（３）㎥／日

温泉水　４３（４３）㎥／日 温泉水　４３（４３）㎥／日

上水道　８（１０）㎥／日 オートキャンプ場　８（１０）㎥／日

上水道　６．４（１０）㎥／日 ゲートピア　６．４（１０）㎥／日

ＮＯ．２排水口

６．４（１０）㎥／日
合併浄化槽

（５０人槽）

雨水

雨水

８（１０）㎥／日
合併浄化槽

（３２人槽）

１４．４（２０）㎥／日

６０（７４）㎥／日
合併浄化槽

（３５０人槽）

６０（７４）㎥／日

ＮＯ．１排水口



 

 

３ 工場・事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値、 

当該排出水の１日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量 

排
水
口 

     区 分 

 
 項 目 

現     状 設置（変更）後 負荷量・水量 

の増減 水量·水質 負 荷 量 水量·水質 負 荷 量 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

排
水
口
No.1 

排水量(m3/日) 60 74   60 74     

ｐＨ 5.8～8.6 5.8～8.6   5.8～8.6 5.8～8.6     

ＢＯＤ(mg/L) 15 20 0.9 1.1 15 20 0.9 1.1 0 0 

ＣＯＤ(mg/L) 25 30 1.5 1.9 25 30 1.5 1.9 0 0 

ＳＳ  (mg/L) 50 70 3 3.7 50 70 3 3.7 0 0 

油分(mg/L) 痕跡 3 － － 痕跡 3 － － 0 0 

Ｔ－Ｎ(mg/L) 30 40 1.8 2.2 30 40 1.8 2.2 0 0 

Ｔ－Ｐ(mg/L) 3 5 0.18 0.22 3 5 0.18 0.22 0 0 

大腸菌数(CFU/mL) 800以下 800以下   800以下 800以下     

ふっ素(mg/L) － － － － 8以下 8 0.48 0.59 +0.48 +0.59 

ほう素(mg/L) － － － － 10以下 10 0.6 0.74 +0.6 +0.74 

ヒ素(mg/L) － － － － 0.1以下 0.1 0.006 0.0074 +0.006 +0.0074 

マンガン(mg/L) － － － － 10以下 10 0.6 0.74 +0.6 +0.74 

           

           

           

           

排
水
口
N0.2 

排水量(m3/日) 8 10   14.4 20     

ｐＨ 5.8～8.6 5.8～8.6   同左 同左     

ＢＯＤ(mg/L) 10 15 0.08 0.1 同左 同左 0.14 0.2 +0.06 +0.1 

ＣＯＤ(mg/L) 25 30 0.2 0.25 同左 同左 0.36 0.5 +0.16 +0.25 

ＳＳ  (mg/L) 50 70 0.4 0.5 同左 同左 0.72 1 +0.32 +0.5 

油分(mg/L) 痕跡 3 － － 同左 同左 － － 0 0 

Ｔ－Ｎ(mg/L) 30 40 0.24 0.3 同左 同左 0.43 0.6 +0.19 +0.3 

Ｔ－Ｐ(mg/L) 3 5 0.024 0.03 同左 同左 0.043 0.06 +0.019 +0.03 

大腸菌数(CFU/mL) 800以下 800以下   同左 同左     

           

           

           

           

           

           

           

           

  ※最大負荷量(kg/日)＝最大排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10－３ 

   通常負荷量(kg/日)＝通常排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10－３ 

  



 

 

排
水
口 

     区 分 

 
 項 目 

現     状 設置（変更）後 負荷量・水量 

の増減 水量·水質 負 荷 量 水量·水質 負 荷 量 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

総

合 

排水量(m3/日) 68 

 

84 

 

  74.4 94     

ｐＨ           

ＢＯＤ(mg/L)   0.98 1.2   1.04 1.3 +0.06 +0.1 

ＣＯＤ(mg/L)   1.7 2.15   1.86 2.4 +0.16 +0.25 

ＳＳ  (mg/L)   3.4 4.2   3.72 4.7 +0.32 +0.5 

油分(mg/L)   － －   － － 0 0 

Ｔ－Ｎ(mg/L)   2.04 2.5   2.23 2.8 +0.19 +0.3 

Ｔ－Ｐ(mg/L)   0.204 0.25   0.223 0.28 +0.019 +0.03 

大腸菌数(CFU/mL)           

ふっ素(mg/L)   － －   0.48 0.59 +0.48 +0.59 

ほう素(mg/L)   － －   0.6 0.74 +0.6 +0.74 

ヒ素(mg/L)   － －   0.006 0.0074 +0.006 +0.0074 

マンガン(mg/L)   － －   0.6 0.74 +0.6 +0.74 

           

           

           

           

※最大負荷量(kg/日)＝最大排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10－３ 

   通常負荷量(kg/日)＝通常排水量(m3/日)×通常水質(mg/L)×10－３ 



 

 

４ 工場又は事業場の排水口の周辺の公共用水域について定められている 

水質汚濁に係る環境基準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関 

する事項 

 

(1) 人の健康の保護に関する環境基準 

     項  目       基 準 値       項  目       基 準 値  

カドミウム 0.003 mg/L以下 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006 mg/L以下 

全シアン 検出されないこと トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 

鉛 0.01 mg/L以下 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 

六価クロム 0.02 mg/L以下 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002 mg/L以下 

砒素 0.01 mg/L以下 チウラム 0.006 mg/L以下 

総水銀 0.0005 mg/L以下 シマジン 0.003 mg/L以下 

アルキル水銀 検出されないこと チオベンカルブ 0.02 mg/L以下 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB) 検出されないこと ベンゼン 0.01 mg/L以下 

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 セレン 0.01 mg/L以下 

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 mg/L以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004 mg/L以下 ふっ素 0.8 mg/L以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1 mg/L以下 ほう素 1 mg/L以下 

 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04 mg/L以下 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.05 mg/L以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1 mg/L以下    

   備考：海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

 

(2) 生活環境の保全に関する環境基準 

  排 出 先 の 河 川 、 海 域 名 西川    

 環 境 基 準 点 布原橋   

 環 境 基 準 類 型 A   

基 
 

準 
 

値 

水 素 イ オ ン 濃 度 6.5～8.5   

生物化学的酸素要求量(mg/L) 2mg/L以下   

化学的酸素要求量(mg/L) －   

浮 遊 物 質 量(mg/L) 25mg/L以下   

溶 存 酸 素 量(mg/L) 7.5mg/L以上   

大 腸 菌 数(CFU/100mL) 300CFU/100ｍL以下 

 

  

n­ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) (mg/L) －   

全  窒  素(mg/L) －   

全     燐(mg/L) －   

  全  亜  鉛(mg/L) －    

  ノニルフェノール(mg/L) －    

  直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩(mg/L) －    

   備考：全亜鉛、ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩の環境基準については、

備讃瀬戸及び播磨灘北西部に適用する。 

 

(3) その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標 

 ① ダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準 

 ダイオキシン類 1 pg­TEQ/L  

 ② その他 特になし 



 

 

５ 周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される 

周辺公共用水域の水質の変化の程度 

 

 
(1) 周辺公共用水域の水質の現状（河川域） 

     測定年月日    令和 6年 2月 28日 

     測定分析機関   公益財団法人岡山県健康づくり財団 

 

 

 

河 川 名 
 

高瀬川 測 定 点 名 
 

St.1 No.1 排水口直上流 
 

 

 

 

月  日 時 刻 

流 量 

 

(m3/日) 
ｐＨ 

ＢＯＤ 

 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

 

(mg/L) 

ＳＳ 

 

(mg/L) 

n­Hex 

 

(mg/L) 

大腸菌群数 

 

(個/cm3) 

 

水
質
の
現
況 

2月28日 

9：00  7.6 <0.5 2.0 1 <1 0 

12：00  7.7 <0.5 2.2 <1 <1 0 

15：00  7.8 <0.5 1.5 <1 <1 0 

平 均  7.6～7.8  0.5 1.9 1  1 0 

将 来 水 質  － － － － － － 

水
質
の
現
況 

月  日 時 刻  

Ｔ－Ｎ 

 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

 

(mg/L) 

 ふっ素 

 

(mg/L) 

ほう素 

    

(mg/L) 

砒素 

 

(mg/L) 

マンガン 

 

(mg/L) 

2月28日 

9:00  0.72 0.02 <0.08 <0.03 <0.005 0.02 

12:00  0.73 0.01 <0.08 <0.03 <0.005 0.02 

15:00  0.60 0.01 <0.08 <0.03 <0.005 0.02 

平 均  0.68 0.01  0.08  0.03  0.005 0.02 

将 来 水 質  － － － － － － 

*平均値は定量下限値未満の場合、定量下限値を使用して計算した。 

 

 

  



 

 

河 川 名 
 

高瀬川 測 定 点 名 
 

St.2 No.2 排水口直下流 
 

 

 

 

月  日 時 刻 

流 量 

 

(m3/日) 
ｐＨ 

ＢＯＤ 

 

(mg/L) 

ＣＯＤ 

 

(mg/L) 

ＳＳ 

 

(mg/L) 

n­Hex 

 

(mg/L) 

大腸菌群数 

 

(個/cm3) 

 

水
質
の
現
況 

2月28日 

10:02 80,900 7.7 <0.5 1.4 1 <1 0 

13:00 73,100 7.7 <0.5 1.3 1 <1 0 

16:00 74,600 7.7 <0.5 1.3 3 <1 0 

平 均 76,200 7.7  0.5 1.3 2  1 0 

将 来 水 質  － 0.50 1.31 2.0 1.0 － 

水
質
の
現
況 

月  日 時 刻  

Ｔ－Ｎ 

 

(mg/L) 

Ｔ－Ｐ 

 

(mg/L) 

ふっ素 

 

(mg/L) 

ほう素 

    

(mg/L) 

砒素 

 

(mg/L) 

マンガン 

 

(mg/L) 

2月28日 

10:02  0.59 <0.01 <0.08 <0.03 <0.005 0.02 

13:00  0.48 <0.01 <0.08 <0.03 <0.005 0.01 

16:00  0.51 <0.01 <0.08 <0.03 <0.005 0.02 

平 均  0.53 0.01  0.08  0.03 0.005 0.02 

将 来 水 質  0.538 0.011 0.090 0.042 0.0051 0.032 

*平均値は定量下限値未満の場合、定量下限値を使用して計算した。 

 

 

 (2) その他当該水域に関する事項 

   St.1 の採水地点の流量測定は行っていません。予測は St.2の流量を使用します。 

 

(3) 予測の方法 

① 汚濁負荷量の増加の有無（ 有 ・ 無 ） 

 

② 排出水の公共用水域での影響範囲 

周辺公共用水域の範囲は、排水量の 100 倍以上の流量があり十分混合希釈される No.2 排水口直

下流（St.2）までをその範囲とした。 

 

地点名（ St.2 No.2 排水口直下流 ） 

 

河川流量 m3/日 
＝ 

76,200 
≒ 810 倍 

事業所排水量 m3/日 94 

③－１ 予測の手法（河川域） 



 

 

 

         Ｓ・Ｑ＋（Ｓ0Ｑ0－Ｓ0'Ｑ0'） 

   Ｓ'＝                                 から将来の水質を予測すると 

         Ｑ＋（Ｑ0－Ｑ0'） 

 

 

地点名（ St.2 No.2排水口直下流 ） 

  

S' (BOD) = 
0.5×76,200+(12.5×94-12.5×74.4) 

= 0.50 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (COD) = 
1.3×76,200+(25×94-25×74.4) 

= 1.31 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (SS) = 
2×76,200+(50×94-50×74.4) 

= 2.0 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (n-Hex) = 
1×76,200+(1×94-1×74.4) 

= 1.0 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (T-N) = 
0.53×76,200+(30×94-30×74.4) 

= 0.538 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (T-P) = 
0.01×76,200+(3×94-3×74.4) 

= 0.011 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (F) = 
0.08×76,200+(8×94-0) 

= 0.090 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (B) = 
0.03×76,200+(10×94-0) 

= 0.042 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (As) = 
0.005×76,200+(0.1×94-0) 

= 0.0051 
76,200+(94-74.4) 

        

S' (Mn) = 
0.02×76,200+(10×94-0) 

= 0.032 
76,200+(94-74.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）Ｓ'：測定点附近で排水と河川水が十分に混合したと仮定したときの将来水質（ｍｇ／Ｌ） 

Ｓ：測定点附近の現況水質（ｍｇ／Ｌ） 



 

 

Ｑ：測定点附近の流量（ｍ３／日） 

Ｓ0：新規に増大する排出水を含む、当該事業場からの全排出水の水質の平均値（ｍｇ／Ｌ） 

Ｓ0（ＢＯＤ）＝ 12.5 ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（ＣＯＤ）＝ 25  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（ＳＳ）  ＝ 50  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（n-Hex） ＝  1  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ｔ－Ｎ）＝ 30  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ｔ－Ｐ）＝  3   ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ｆ）    ＝  8   ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ｂ）    ＝  10   ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ａs）   ＝ 0.1  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0（Ｍn）   ＝ 10   ｍｇ／Ｌ 

Ｑ0：新規に増大する排出水を含む、当該事業場からの全排水量（ 94 ｍ３／日） 

Ｓ0'：現状での当該事業場からの全排出水の水質の平均値（ｍｇ／Ｌ） 

Ｓ0'（ＢＯＤ）＝ 12.5 ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（ＣＯＤ）＝ 25  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（ＳＳ）  ＝ 50  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（n-Hex） ＝  1  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ｔ－Ｎ）＝ 30  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ｔ－Ｐ）＝  3  ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ｆ）    ＝  0   ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ｂ）    ＝  0    ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ａs）   ＝  0   ｍｇ／Ｌ 

Ｓ0'（Ｍn）   ＝  0   ｍｇ／Ｌ 

Ｑ0'：現状での当該事業場よりの全排水量（ 74.4 ｍ３／日） 

 

 

６ その他当該特定施設の設置等が環境に及ぼす影響についての 

事前評価に関し参考となるべき事項 

 

  現況水質は、環境基準点Ａ類型の基準値を満たしていた。 

  将来水質は、10％程度の濃度の上昇が予測されるが、依然として低い濃度であり、現況水質と比較し

てもほとんど変わらない。従って、当該排水による周辺公共用水域への環境に及ぼす影響は軽微なもの

であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別図 排水経路及び調査地点位置図 

 

合併処理浄化槽

350人槽

合併処理浄化槽

32人槽

排水経路

①

St.1

No.1排水口直上流

排水経路

②

St.2

No.2排水口直下流


































